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児童 I ：それはどこにやった？ 
児童 G：すごい無茶に入れた。 
児童 I ：できたでしょ？ 
児童 G：水平になった。 
― 18 ―
りをする中で、児童が性質や働きを理解できることが分かった。また、交流する場面で、材料の中に埋
め込んだ性質や働きに気づく視点を用いて、話し合いをすることや、自分の考えをすぐに試したり、互
いのモビールを見せあったりすることで理解が進んでいる様子が見られた。
Ⅳ．おわりに
　本調査により小学校理科におけるものづくりを通して、指導の仕方により性質や働きを理解できる児
童がいることが示唆された。また、考えるものづくりを行うことで児童は失敗を恐れなくなり、主体的
に活動ができていると考えられる。
　ものづくりをした後の交流では、材料の中に埋め込まれている性質や働きに気づく視点を使いながら
話し合いをすることや、自分の作ったものを互いに見せ合いながら話し合いをすることで、その性質や
働きを理解できるようなると考えられる。小学校理科におけるものづくりを単なる作業とせず、理科と
して考えるためには、作るものの材料の中に性質や働きに気づく視点を持たせることが重要であること
が明らかになった。
　性質や働きに気づく視点を材料に埋め込むことで、素材が持っている性質や働きに制限をかけたり、
誘導したりしていることになる。よって、考えるものづくりは完全な自由発想ではない。考えるものづ
くりをするにはある程度の制御が必要であると考えられる。
　今後の課題として、今回の調査で行った分野以外の考えるものづくりが行える分野について考えてい
きたい。
謝辞
　本研究では、岐阜聖徳学園大学附属小学校の皆様に大変お世話になりました。厚く御礼申し上げます。
注・文献
 1）伊藤直子(2014)：理科教育におけるものづくり活動の目的と効果，
　　file:///C:/Users/m-jum/Downloads/2013M045%20(3).pdf（2020年9月確認）
 2）大久保秀樹・八木泰弘・佐野順子・佐藤　光(2001)：物づくりを通して学ぶ電流の学習，物理教育，
    第49巻，第４号，368-371．
 3）文部科学省(2018)：小学校学習指導要領(平成29年告示)解説理科編，102.
 4）清水　誠(2003)：モデルづくり及びスケッチによる観察効果についての比較研究，科学教育研究，
第27巻，第３号，179-185．
 5）清水　誠・福田　健(2006)：外化物の違いが学習者同士の相互作用に与える影響－葉の付き方の学
習を事例に－，科学教育研究，第30巻，第２号．
 6）久保田善彦・長谷川成生(2013)：理科における「ものづくり」での学びを促進させる“Learning 
by design”の理論と実践，理科の教育，第62巻，日本理科教育学会，54-57．
 7）濱保和治(2012)：科学的な思考力・表現力を育む授業の創造Ⅳ－②～中学校理科における「ものづ
くり」指導の工夫と効果～，日本理科教育学会全国大会要項，第62巻，248．
 8）柚木翔一朗・片平克弘(2016)：ティンカリングの観点を取り入れた「ものづくり」に関する研究，
日本科学教育学会研究報告，第30巻，第６号，51-54．
 9）松森靖夫・管沼美奈・佐久間理志(2013)：小学校教員志望学生の「昆虫の体のつくり」に関する認
識状態の分析－「昆虫の体のつくり」に関する教授方策の再考－，山梨大学教育人間科学部紀要，
第15巻，223-233．
